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研究成果の概要（和文）：本研究では、フランス語圏におけるアジア系女性文学に見られるジェンダーとエスニ
シティに関する比較研究を行った。特に、日系、ベトナム系、中国系女性の文学に関して、欧州におけるフラン
ス語文学の中心であるフランスの女性文学と北米のフランス語圏文学の中心であるケベックの女性文学に関して
の比較研究を行った。研究成果については、国内学会（フランス語フランス文学会）や国際学会（フランコフォ
ニー研究学会、オーストラリアアジア研究学会など）において研究発表を行い、また、欧州と北米のフランス語
圏において、在外研究を行った。また、最終年度には、国際シンポジウムを開催した。

研究成果の概要（英文）：This research focused on a comparative analysis on gender and ethnicity in 
Asian women's writings in Francophonie, especially in Europe and in North America. Among them, we 
especially focused on Asian, such as Japanese, Vietnamese and Chinese, women's writings in France 
and Quebec.

研究分野： 移動女性文学

キーワード： 移動文学　女性文学　ジェンダー研究　比較文学　日系研究　アジア系文学　フランス語圏　移民研究
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 

本研究、「フランス語圏アジア系女性文学に

おけるジェンダーとエスニシティに関する

比較研究」は、近年のフランス語圏文学研

究の発展を受けて、そのなかでもまだあま

り研究の進んでいない、アジア系の女性文

学の研究を進めていくための手がかりとす

べく、研究を開始した。 

 
 
２．研究の目的 
 

研究の目的は大きく分けて３つが挙げられ

る。1 つは、まだあまり研究の進んでいな

い当該分野の研究資料を充実させるための

資料蒐集を国外において行うこと、2 つ目

は、体系的に研究のなされていないフラン

ス語圏文学研究について、テーマを絞り研

究を行うことで、この研究分野に見られる

特徴を明らかにすること。さらに、この資

料蒐集とその分析で得られた当該研究分野

の特徴について、学会発表やシンポジウム

開催を通して、発信していくこと、である。 

 
３．研究の方法 
 

研究方法としては、3 つのアプローチでこ

の研究は行われた。まず第 1 のアプローチ

として、北米のフランス語圏であるケベッ

ク州におけるアジア系女性文学の状況につ

いて調査を行った。具体的には、ケベック

州のモントリオール市において、在外研究

を行い、アジア系女性文学に関する資料蒐

集を行い、ケベックのアジア系女性文学の

専門家と、近年の当該研究についての意見

交換を行った。次に、第のアプローチとし

て、欧州のフランス語圏に中心であるフラ

ンスにおけるアジア系女性文学の状況につ

いて調査を行った。具体的には、フランス

のパリ市において在外研究を行い、アジア

系女性文学に関する資料蒐集を行い、専門

家にインタビューするなどして、フランス

におけるアジア系女性文学の現況について

調査を行った。さらに、第３のアプローチ

として、国内において、フランス語圏のア

ジア系女性文学に関する国際シンポジウム

を開催し、当該研究テーマに関する特徴を

国内外に発信し、この研究分野の発展の一

助になることを図った。 

 
４．研究成果 
 

まず、カナダのモントリオール市において

在外研究を行った。ここでは、モントリオ

ール市内にあるモントリオール大学図書館、

マギル大学図書館、ケベック大学図書館、

コンコルディア大学図書館、ケベック州立

図書館において、資料の蒐集と蒐集資料の

分析を行った。特に、ケベックのアジア系

女性文学作家として有名な、日系のアキ・

シマザキ、中国系のイン・チェン、ベトナ

ム系のキム・チュイの 3 名の作品について

の資料蒐集を行った。また、モントリオー

ル市内にある、アジア人街に出向き、北米

のフランス語圏におけるアジア系文化の特

徴についての視察を行った。ここでは、ア

ジア人街といっても、特に中国系とベトナ

ム系の人々が多く、日系や韓国系はアジア

人街とは離れたところで独自の文化を形成

している様子が見られた。文学においては、

「アジア系」と一括りにされがちではあっ

ても、ケベックのアジア系としてのアイデ

ンティティーが多様であることがその様子



から見て取れた。また、文学にもそうした

多様性は明らかであり、中国系とベトナム

系の作家の作品に描かれるケベック文化と

日系の作品に描かれるそれの特徴が異なっ

ていることも、このようなところに起因し

ているのではないかと考えた。 

モントリオールでの在外研究中に、ケベ

ックにおけるアジア系女性文学のパイオニ

ア的存在であるコンコルディア大学フラン

ス文学科教授のルーシー・ルカン教授にお

目にかかることができた。同教授からは、

ケベックのアジア系女性文学はさらに多様

化しており、近年は、カナダの英系作家で

マレーシア系の作家（マドレーヌ・チエン）

がケベックに移住し作品を発表するように

なっているとのお話があった。チエンの作

品では、近年、ケベックをテーマとしてい

る作品があることからも、チエンをケベッ

クのアジア系作家として扱っているとのお

話があり、興味を持った。今回の研究では

比較研究をテーマとしていることからも、

英系でかつマレーシア系という、これまで

のケベック文学やフランス語圏文学とは異

なる出身地と言語で作品を描く作家が現れ

ていることは、比較研究という視点から、

特に興味深く思い、同作家の作品について

も研究対象もすべく、資料蒐集と分析をあ

わせて行った。 

 次に、フランスのパリ市において、在外

研究を行った。パリ市では、日本文化会館

とフランス国立図書館において資料蒐集を

行った。日本文化会館では、フランスにお

けるアジア系文化の受容という点から資料

蒐集を行った。また、フランス日本学会よ

り発行されている機関紙などから、日本国

内や他のフランス語圏とは異なる視点でア

ジア系研究がなされていることなどが明ら

かとなった。また、パリ 13 区にあるアジ

ア人街などを視察し、モントリオール市の

それとの比較を行った。フランス語圏にあ

るアジア人街としては、パリ市のほうが都

市としての規模が大きいためか、パリ市の

もののほうがよりアジア人街としての役割

を果たしているように感じられた。という

のは、パリ市のアジア人街には、様々なエ

スニシティの人々が集い、中国系やベトナ

ム系、韓国系などがより複雑になったエス

ニック街を形成しているように見受けられ

た。これはまた、アジア人間の愛電停ティ

の孤立化を生んでいるようにも感じられた。

それは文学にも現われており、日系の関口

涼子、中国系のサン・シャ、ベトナム系の

リンダ・レは、それぞれの民族としての意

識を高く持ち、移民としてではなく、フラ

ンスに住む日系作家、または中国系作家と

しての意識を高く持っていることが作品に

表れているのはこうしたフランスにおける

移民たちの存在の仕方が、ケベックのそれ

とは異なるためではないかと考えた。 

 パリ滞在中には、パリ在住の日系作家で

ある関口涼子氏にインタビューを行い、フ

ランスで移民として作品を書くことに対す

る意識や、フランスにおけるアジアや移民

の女性作家の作品の特徴について意見交換

を行うことができた。 

 さらに最終年度には、在東京カナダ大使

館において、「フランス語圏で書く女性」と

題する国際シンポジウムを開催した。ここ

には、ケベックのベトナム系女性作家であ

るキム・チュイ氏と、フランスの日系作家



である関口涼子氏を招聘し、同テーマに関

する対談を行っていただいた。 

会場には数十名の観客があった。フランス

語でアジア系女性が作品を書くことについ

ての、フランスとケベックの社会的、文学

的違いが、浮き彫りになる、大変興味深い

対談、ならびにシンポジウムであった。ま

た対談の後で、ＮＨＫのフランス語放送局

からの両氏へのインタビューがあり、今回

の研究テーマに関して、国内外にフランス

語系ラジオ局を通して広く発信することが

できた。このような、国際シンポジウムを

開催したことは、大変有意義であったこと

を認識した。 
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